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多様性の高い組織は本当に強い組織なのか？

【イベント開催！】
川崎市官民共創フォーラム2026
～この挑戦が、次の挑戦を生む～

令和８年度 開催  ISO9001・14001・27001
内部監査員養成講座のご案内

お得な
昼食付

ISO27001
内部監査員養成講座

2026年10月29日木/30日金

昼食付
33,000円
（2日間）

　2026年３月31日現在、iCONMの研究者147名のうち、外国
籍研究員は40.8％を占めています。出身地は20か国にのぼり、
女性従業員の割合も29.6％となっています。国内の研究機関と
しては、非常に多様性（ダイバーシティ）の高い組織といえるで
しょう。一般的に、多様性の高さは組織の強みとして語られます。
しかし、単に多様な人材がいるだけでイノベーションは生まれま
せん。
　確かに、組織の全員が同じ考え方しかできなければ、新しい発
想が生まれることはほとんどありません。一方で、異なる考え方
を持つ人がいることで建設的な議論が生まれ、新しいアイデアが
広がります。ゆえに多様性は重要です。
　しかし、少数派が意見を言いにくい環境だったらどうでしょう
か。多様な人材がいても、その声が十分に活かされなければ、新
しい価値は生まれません。多様性を組織の力に変えるためには、
異なる意見や視点を尊重し、自由に意見を交わせる環境が欠かせ
ないのです。
　米国のデザイン企業IDEOの創業者であるDavid Kelley氏は、
「良いアイデアは合意からではなく摩擦から生まれる」と述べて
います。ここでいう摩擦とは、人と人との対立ではなく、異なる
視点や価値観が出会い、お互いに刺激し合うことです。iCONM
の共創スペース「マグネットエリア」も、この考え方で設計され
ています。磁石には、同じ極同士が反発し、異なる極同士が引き
合う性質があります。異文化の最初の出会いが生みだす反発エネ
ルギーを、新しい発想やイノベーションへと転換したい――そん
な思いが、この名前には込められています。
　とはいえ、異なる価値観を持つ人同士が、いきなり率直な意見
交換を行うのは容易ではありません。そこでiCONMでは、相互

理解の土台づくりを目的として、毎月オンラインで「Cross 
Cultural Event*」を開催しています。国による文化の違いだけ
でなく、企業ごとの文化や研究分野ごとの文化もさまざまです。
それらを組織全体で共有し、お互いの背景や考え方への理解を深
めることで、誰もが安心して意見を発信できる環境づくりを進め
ています。異なる文化や価値観が出会い、対話を通じて新しい発
想が生まれる。そのような「建設的な意見の交流」こそが、組織
をより強くし、未来のイノベーションを生み出す原動力になると
私たちは考えています。
*https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/activities_cross_cultural_event.html
　

　川崎市では、官民の力を掛け合わせ、社会課題の解決と新たな
価値創出に挑戦するため、官民連携総合窓口「Kawasaki 
Future Co-Lab」を開設しました。本窓口では、民間企業や団体
への効果的な情報発信や官と民を結ぶコーディネートを行い、多
様な主体が交わる共創により、サステナブルで実効性の高い事業
を生み出し、社会実装に至るまで共に取り組んでいきます。
　こうした取組をさらに発展させ、共創の輪を広げるために、「川
崎市官民共創フォーラム2026」を開催します。

　・川崎市の官民連携に対するVisionと共創の方向性を発信
　・基調講演では、「なぜ今、共創なのか」「どうビジネスとして成

立させるのか」といった実践的な視点を提供
　・重点共創フィールド担当所管課によるトークセッションでは、

現場のリアルな課題やニーズを共有
　・市担当者や参加企業同士で直接対話し、繋がることができる、

ネットワーキングを実施
単なる情報収集では終わらない、「次のアクションにつながる出
会い」がここにあります。

■こんな方におすすめです！
　・新規事業、オープンイノベーションの種を探している方 
　・行政との連携に関心はあるが、具体的な進め方が分からない方 
　・社会課題を “ビジネス機会” として捉え、事業化を目指したい方
　・自社の技術・サービスを活かせる公共分野のフィールドを探し

ている方
　・意思決定につながる「リアルな接点」をつくりたい方
■開催概要
日　　時：2026年８月25日（火）
　　　　　15:00～18:00（受付開始 14:30～）
会　　場：ステーションコンファレンス川崎（JR川崎タワー３F）
定　　員：100名（先着順） 

※定員に達し次第、締切となります
参 加 費：無料（事前登録制）
申込方法：右記QRコードよりお申し込みください。
主　　催：川崎市
【問い合わせ先】
　川崎市総務企画局共創推進室 
　TEL：044-200-1326
　＜Kawasaki Future Co-Lab WEBサイト＞
　https://kawasakicity100.jp

多様性の高い組織で考えを融合させ「イノベーション」を創出する流れ
（　）内は主に事務方で担う

お申込みは
こちら

　本講座では最新の規格要求事項についてわかりやすく解説し、実践的な講義と事例に基づいたケース･スタディー及びロール･
プレー演習により、内部監査員としての必要な知識と技能を取得することを目指します。また、最終日に理解度を確認し、受講
者全員に修了証を授与いたします。さらに、昨今の情報セキュリティISO27001の取得企業が増加している状況から、昨年度よ
りISO27001内部監査員養成講座を開設いたしました。
　本講座は２日間の昼食付のお得な講座となっています。ぜひご利用ください。

◆日　程 各9:00～17:00（２日間／全14時間）
◆会　場 川崎市産業振興会館（川崎市幸区堀川町66-20）
◆講　師 JFEテクノリサーチ(株) 
◆定　員 24名（申込順）
◆受講料 １名33,000円（テキスト代、消費税含）昼食付
◆申し込み方法
　下記の内容を、メールでお送りください。折り返し担当者よりご連
絡いたします。

　①講習名、 ②講習開催日、 ③参加者名、 ④事業署名・所在地・TEL
　下記Webページのフォームからもお申し込みできます。
【問い合わせ先】
　公益財団法人 川崎市産業振興財団 事業推進課　《ISO研修担当》まで
　TEL：044-548-4114　
　Email：iso@kawasaki-net.ne.jp
　URL：https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/sangyo/iso/

「審査のプロが伝える実務で活きるISMS内部監査」
～体験から学ぶJIS Q 27001:2023完全対応研修～

所定の課程修了者には、専門性を証明する修了証を授与します

●受講料　33,000円　テキスト代、昼食代、消費税込み
●場　所　川崎市産業振興会館
　　　　　川崎市幸区堀川町66-20
●時　間　２日間 9:00～17:00
【お申込み／問い合わせ先】
　公益財団法人川崎市産業振興財団 事業推進課
　TEL：044-548-4114　E-mail：iso@kawasaki-net-ne.jp
　HP：https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/sangyo/iso/

日　　　程
5月14日（木）・15日（金）
6月11日（木）・12日（金）
7月  2日（木）・  3日（金）
7月23日（木）・24日（金）
9月  9日（水）・10日（木）

10月  8日（木）・  9日（金）
10月29日（木）・30日（金）
11月19日（木）・20日（金）
12月10日（木）・11日（金）
1月28日（木）・29日（金）
2月18日（木）・19日（金）
3月11日（木）・12日（金）

種　　別
ISO9001
ISO9001
ISO9001
ISO14001
ISO14001
ISO9001
ISO27001
ISO9001
ISO14001
ISO9001
ISO9001
ISO14001

令和８年

令和９年
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